
＜タスクフォースメンバー＞
内閣府特命担当大臣（科学技術・イノベーション担当）主催のもと、以下のメンバーで構成。
■有識者
伊藤智也 ：元パラリンピック（陸上）代表選手
齋藤 ウィリアム浩幸 ： (株)インテカー代表
竹内 薫 ：サイエンス作家
為末 大 ：元オリンピック（陸上）代表選手
野口 雄史 ：(株)テレビ東京チーフ・プロデューサー
パトリックハーラン ：タレント
■総合科学技術・イノベーション会議議員
■オブザーバー
東京都オリンピック・パラリンピック準備局
東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会
内閣官房2020年オリンピック・パラリンピック競技大会推進室
■第1回は舛添東京都知事が出席

○骨太方針や総合戦略2014に基づき、大会を通して世界へ発信していくべき
科学技術イノベーションのプロジェクトを形成するため標記タスクフォースを開催。

○有識者や各府省や東京都、組織委員会の協力のもと、基本理念や大会での

活用を見据えた９つのプロジェクトの実施計画、スローガンをとりまとめ。

2020年オリンピック・パラリンピック東京大会に向けた
科学技術イノベーションの取組に関するタスクフォース＜報告＞
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日本発の科学技術イノベーションで世界を大きく前進させる。

基本理念や取組達成に向けた考え方

Innovation for Everyone 2020
～ すべての人が主役になれる社会づくりへ ～

基本理念

基本理念達成の3つの手段

日本発の技術を
世界に向けて広く発信

大会ホスピタリティ
（おもてなし）

シェアードバリューソーシャルインパクト

選手や観客へ
安全・快適を提供

取組が大会後もレガシー
となり、東京のみならず
地方にも展開

本取組のスローガン

1964年大会では、新幹線や衛星生中継等の技術がその後の日本が大きく成長。
2020年大会で発信する最新技術で世界の成長を推進。
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９つのプロジェクトに関する実施計画書を策定

海外からの来訪者に、移動や会話に伴う
ストレスのない、やさしい誘導を

感染症の発生をすばやく察知・公開し、
健康的な暮らしを守る

障害者・高齢者が普通に社会参加する
アシストを

最先端技術を活用し、
夏でも多くの国産の花で街に彩りを

臨場感あふれる映像技術が生み出す
「ワクワク」を、世界中の人と一緒に

水しか排出しない最新エネルギーで、
移動・暮らしに次のクリーンを

ゲリラ豪雨が降りだす前に、人々へお知らせ

・内閣官房オリ

パラ準備室

・内閣府科技

・内閣府防災

・警察庁

・総務省

・文科省

・厚労省

・農水省

・経産省

・国交省

・環境省

・企画財務局

・国際渉外・スポーツ局

・大会準備運営局

・警備局

・テクノロジーサービス局

・施設整備調整局

各府省 東京都 組織委員会

・総務局

・青少年・治安対策本部

・オリンピック・パラリン

ピック準備局

・都市整備局

・環境局

・福祉保健局

・病院経営本部

・産業労働局

・建設局

・東京消防庁

・交通局

・警視庁

すべての人に優しく、
使いやすい移動手段を

ビッグデータでヒトの流れをスムースにし、
安全で快適なおもてなしを
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